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平成22年度 平成23年度 平成24年度

食関連業界における
情報価値の探究を
目的に部会発足
（千葉県RIPs事業の一環）

食の源流である
農業の情報化を
研究

農業の情報化の
実証開発を実施
（「農家の日記帳モデル」
→現「畑らく日記」）

2つのテーマについ
ての勉強会を開催

①農業とIT

②食品加工業

2017/3/28
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気象情報や農作業履歴、植物の生育情報といった農業にまつわる様々な情報を栽培計画や土壌
管理等の農業経営にいかに有効活用していくべきかをテーマに、千葉県内の農業支援関係者とIT
ベンダーにお集まりいただいて意見交換する共同勉強会を開催。

１．日時 2012年9月4日（火）

２．場所 千葉県農林総合研究センター 農本館A会議室

３．内容
（１）「畑らく日記」商用化状況について
株式会社イーエスケイ 代表取締役社長 片山様

（２）農業における観察情報のデータ化（ビッグデータ）の可能性
一般社団法人千葉IT経営センター 理事 堀

（３）農林総合研究センターにおける情報化関連成果の紹介
千葉県農林総合研究センター 企画経営部 企画情報室 鈴木様

（４）農業情報の有効活用に関する意見交換

『農業情報の有効活用に関する共同勉強会』



千葉県立農業大学校様にて、講義形式での意見交換を実施。

１．日時 2012年11月15日（木）

２．場所 千葉県立農業大学校

３．内容
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『農業のIT化についての現状 “農業情報”の活用方法』



農業をITで支援することにご関心やご興味をお持ちの方ならどなたでも参加することができる、オー
プン勉強会を開催。

１．日時 2013年2月5日（火）

２．場所 クロス・ウェーブ幕張

３．内容
・農業とITの現状について
・農業向けIT製品事例「畑らく日記」について
・JGAPと農業ITについて
・農業情報の共有とビッグデータについて

４．講師
株式会社軽井沢ＩＴ経営センター 代表取締役 高見 康昭 様
アイティ経営研究所 代表 中尾 克代 様
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『“農業×IT” オープン勉強会 in千葉』



食品加工業の経営状況を理解し、ITで課題を解決するための仮説を検討。

１．日時 2012年10月4日（火）

２．場所 きぼーる

３．内容
【データ】 食品加工業の概観
【考察】 食品加工業の困り事
【解釈】 食品加工業の事業特性
【仮説】 ①需要予測ネタサイト
【仮説】 ②売れてる情報クラウド
【仮説】 ③生産余力シェアサイト
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『食品加工業の事業特性と仮説検討会』



食品製造業のIT経営を支援する新たな枠組みを考えるワークショップを開催。当会が仮説としてご
提示する“生産余力シェアサイト”は、需要の波の変動が大きい中小規模の食品製造業が、全国規
模で互いに生産ラインの余力を融通しあう、新たな委託生産の枠組みです。本ワークショップでは、
その仮説に関するディスカッションを通じて、中小規模の食品製造業が抱える課題、ITにより解決で
きる可能性、等を導出してまいります。

１．日時 2013年3月21日（木）

２．場所 ホテルプラザ菜の花

３．内容
【ご講演】遠赤青汁株式会社 CIO インターネット担当 渡部一恵様
【ご講演】日本事務器株式会社 桝谷様
【ご講演】株式会社イーエスケイ 友井様
ワークショップ＆発表
「生産余力シェアサイト」のスペックを自由につくってみよう！
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『“生産余力シェアサイト”ワークショップ』



平成25年度活動計画案
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分野 平成25年度活動計画案

一次産業 1) 農業とITに関する勉強会

二次産業
1) 外部環境変化による食品加工業へのインパクト
2) 生産余力シェアサイトのコンセプトメイクとフィー
ルドサーベイ

三次産業 1) 飲食店が求める食の価値情報

2017/3/28


